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○
日
時　

七
月
二
日
（
土
）

午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で

○
講
師　

岐
阜
県
古
文
書
協
会

　
　
　
　

田
中　

豊
先
生

○
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

○
内
容　

平
成
十
八
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

　
　
　
　

の
主
人
公
・
山
内
一
豊
公
と
美
濃

　
　
　
　

に
つ
い
て
の
意
外
な
関
係
を
古
文

　
　
　
　

書
で
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
揖
斐
川

　
　
　
　

町
と
も
関
係
大
？
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５
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２
６
１
１

Ｆ
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２
６
７
１

　
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
操
作
体
験
」
を
開
催

し
ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
さ
わ
っ
て
、

星
を
出
し
て
み
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
り

し
ま
せ
ん
か
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
最
適
で
す
。

○
日　

時　

七
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　

八
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　

八
月
二
十
七
日
（
土
）

○
受　

付　

午
後
四
時
三
十
分
か
ら

○
開　

始　

午
後
五
時
か
ら

○
場　

所　

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ

　
　
　
　
　

ウ
ム
（
揖
斐
川
町
鶴
見
地
区
）

○
参
加
費　

高
校
生
以
上　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　
　

二
五
〇
円

　
　
　
　
　

四
歳
以
上　
　

一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
付
添
の
方
は
不
要
で
す
）

○
お
申
し
込
み　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

○
参
加
人
数　
　

十
五
名
程
度
（
先
着
順
）

　

五
月
三
十
日
、
関
ヶ
原
青
少
年
自
然
の
家

（
不
破
郡
関
ヶ
原
町
）
に
て
、
墨
俣
小
学
校

児
童
約
四
十
人
に
対
し
て
、
出
張
星
見
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
の
た
め
、
残
念

な
が
ら
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、研
修
室
で
望
遠
鏡
や
道
具
を
使
い（
写

真
）、
星
や
星
座
の
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

藤
橋
西
美
濃
天
文
台
で
は
、
出
張
星
見
会

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
（
社
会
教
育
活
動
の

団
体
に
限
る
）
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
日
美
束 

Ｔ
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Ｌ
５
８―

３
１
１
１

薬
草
採
集
か
ら
し
ぼ
り
染
め
ま
で

全
て
の
染
色
工
程
を
体
験

〜
北
和
中
学
校
美
術
工
芸
部
〜

　

五
月
二
十
二
日
（
日
）、
北
和
中
学
校
美

術
工
芸
部
（
顧
問
村
瀬
若
子
教
諭
）
の
皆
さ

ん
七
名
が
課
外
活
動
の
一
環
と
し
て
薬
草
染

め
体
験
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
ヨ
モ
ギ
と
ス
ギ
ナ
を
採

集
し
、
染
液
を
作
り
、
次
に
、
バ
ン
ダ
ナ
や

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
白
生
地
の
部
分
部
分
を
輪
ゴ
ム

な
ど
で
模
様
を
つ
け
、
染
色
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

染
め
の
作
業
が
終
わ
り
、
輪
ゴ
ム
を
は
ず

し
た
と
た
ん
、「
わ
〜
き
れ
い
。」
と
歓
声
が

上
が
り
「
普
段
、
道
端
で
見
か
け
る
草
木
で

こ
ん
な
き
れ
い
な
色
が
で
る
と
は
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。」「
染
液
作
り
か
ら
や
っ
た
の
で

達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。」
な
ど
と
喜
び
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
企
画

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ン
ダ
ナ
を
染
め
よ
う
〜

森
の
染
織
工
房
ア
ト
リ
エ
の
の

　

長
者
の
里
な
ら
で
は
の
植
物
と
春
日
特

産
の
旬
の
薬
草
を
使
っ
て
、
バ
ン
ダ
ナ
を

染
め
ま
す
。

　

バ
ン
ダ
ナ
用
の
生
地
に
輪
ゴ
ム
や
割
り

箸
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
模
様

を
つ
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ン
ダ
ナ
を
作
っ

て
夏
休
み
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

古
文
書
解
読
講
座
�
�
案
内

�
�
�
�
�
�
�
操
作
体
験

参
加
者
募
集

昨年のバンダナ染教室より

開催：第１回 ７月 23日（土）13時～ 15時
　　　第２回 ８月 27日（土）13時～ 15時
対象：子ども（保護者同伴）から大人まで
定員：各回 20名（先着順）
費用：ひとり 600 円（バンダナ１枚・体験料込）

場所：森の染織工房アトリエのの
お申し込み・お問い合わせ：
森の文化博物館内アトリエのの
　　　　　電話 0585(58)3111

　　子ども会や少年団などの団体
　　も別日に参加・体験できます。
　　詳細は、ご相談ください。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

藤
橋
城･

藤
橋
西
美
濃
天
文
台

出
張
星
見
会
�
開
催
�
�
�
�

｜

森
の
文
化
博
物
館

｜

森
�
染
織
工
房
�
�
�
�
�
�

　

美
術
工
芸
部
で
は
今
年
か
ら
校
内
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
随
時
作
品
を
発
表
し
て
い
く
と
い
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
部
員
た
ち
の
手
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。


